
書式第 12号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度 事 業 報 告

特定非営利活動法人  だ一ちゃらば

1 事業の成果
令和 4年度は、不登校の子供が利用できるフリースクール運営を中心に置き、下記の通り事業を行っ

た。利用者数はまだ少ないものの、利用をしている子ども達は安定して通っている様子がみられ、支援者

との関係が築かれておリフリースクールを自分の居場所として活用していると考えられる。

また 11月 からは豊島区の『若者等がつくる若者の居場所応援事業』を受託し中学生～20代の若者の

居場所支援を行った。従来より幅広い年代にアプローチでき、またこの活動を通じて地域で活動してい

る他団体と繋がりを作ることができた。

以下、各事業の詳細を報告する。

(1)子ども若者の居場所作り事業
豊島区にある法人事務所にて、不登校などを理由に日中の居場所を必要とする子どもが利用で

きるフリースクールを運営した。今年度は 157日 開室し、のべ 343人を支援した。フリースクー

ルでは学習支援に加え、コミュニケーションスキルの向上を目的としたプログラム、調理、創作

など幅広い分野の体験学習を実施した。

また、放課後の居場所支援としては週に 2回『体験学習教室醜80』 を、また 11月 以降は豊

島区からの受託事業である『だちゃカフェ』を月に 3回土曜日に実施した。延べ 147名の小学生

～高校生を対象に、ものづくリワークショップなどを通じて居場所支援を行った。ワークショッ

プの講師には、同地区で活動されている他団体・個人をお呼びし、継続的に利用している参加者

が飽きずに利用できるよう工夫をした。なおスタッフは精神科クリニックや作業所など集団支援

を経験している専門職が中心となり場作りを行うことで、集団としての心理的安全性の確保に注

力した。

(2)メ ンタルヘルスに関わる相談及び検査事業
不登校や発達障害など、メンタルヘルスに関わる相談をオンラインと対面の双方で実施した。

今年度は当事者の子ども達だけでなく、子どもへの対応に苦心している保護者からの相談もあり、

のべ 41名 を支援した。新型コロナウィルスの感染拡大を鑑みてオンラインでのカウンセリング

を積極的に導入することで、感染状況に左右されることなく安定して支援を実施することができ

た。

心理検査については希望される方がいなかったため実施しなかった。

(3)子ども若者のメンタルヘルスに関わる啓発事業
今年度は助成金や区・他団体とのコラボイベントを通じて、地域の子どもや子育てを行っている

保護者のべ 305名 を支援した。セミナーなどで心理学の概念をお伝えする活動から、アー トや体

験を通じて子どもたちを間接的に心理支援する活動まで様々な支援を実施。啓発事業の詳細を以

下に示す。

● 『アー トで遊ぼう !』 :コープみらい助成



● 『親子で楽しむ工作研究所～フォトフレームデコレーション～』共催 :コープみらい東京
2ブロック

● 『心理学セミナー&無料個別相談会』:大同生命ビジネスパーソン助成
● 『フリースペースイベント』:子どもゆめ基金
● 『だ―ちゃキャンプ』:子どもゆめ基金
● 豊島区ちかこイベントクラブ『不登校について考えるセミナー①』『不登校について考える
セミナー②』『コラージュ療法体験』

● 『子どもフクフクフェスタ』出展
● 『豊島不登校など生きづらさ合同相談会』出展
● 『稲門祭』出展
● 講師派遣

(4)外部団体に対する研修講師派遣およびコンサルティング事業
子ども支援を行う団体の人材育成講座へ 2回講師派遣を行い、また若者支援を行うなかで専門

的視点を必要とした他団体の相談員を対象に、当団体心理士がオンラインでコンサルテーション

を実施した。

2 事業の実施に関する事項
(事業費の総費用 【4,030】 千円)
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書式第 13号 (法第 28条関係)

令和4年度 活動計
事 業 報 告 用

算書 (その他事業がとい場合)
だ― らぼ

崖Lイ Fゞ:F11
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書式第 15号 (法第 28条関係)

令和4年度 貸借対照表
事 業 報 告 用

だ―ち らぼ

単位 :円

未払金 57)050

借入金 4,304,000

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 2,189,377

Lコ 壼  覆 小計・ 合計
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未収金
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敷金 300,000

【A】 資 産 合 計 ①+② 2,189,377



1

28

令和4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人  だ―ちゃらば

重要な会計方針
計算書類の作成は,W法人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日最終改正 PO法人会計基準協議会)によっ
ています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法

(2)固定資産の減価償却の方法

(3)引 当金の計上基準

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

(5)消費税等の会計処理
消費税の会計処理は,税込み方式によっています。
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I 経常収益
1.受取会費
2.受取寄附金
3.受取助成金等
4.事業収益
民 その他収益 (受託事。・
業収益)
経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当
福利厚生費
人件費計
(2)その他経費
会議費
謝金

旅費交通費
通信運搬費
消耗品費
印刷製本費
水道光熱費
地代家賃
支払手数料
租税公課
広告宣伝費
雑費
その他経費計
経常費用計

当期経常増減額

ｎ

Ｖ 4780636
5591 RR61 0 5591R86

内 容 薦1喜 fl l 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6。 借入金の増減内訳

役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要
な事項

事業費と管理費の按分方法

その他の事業に係る資産の状況
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書式第 17号 (法第28条関係)

令和 4年度 財産目録
事 業 報 告 用

だ―ち らぼ

腱 イヤ :円

現金預金
手元現金 239,822

巣鴨信用金庫普通預金
三菱UFJ銀行普通預金

635,

66,701

子ども若者のメンタルヘルスに関わる啓発事業未収金
子ども若者の居場所作り事業未収金

365,622
581,

ソフトウェア

敷金

942,505

946,872

300,000
3《Ю,00□

【A】 資 産 合 計 ①+② 2,189,377

未払金
未払金 (立替分)

57,050

源泉徴収税

長期借入金
借入金

4,304,000

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 4,361,

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 -2,171,

4,304,



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 4年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並

びにこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を

“

載した名簿)

特定非営利活動法人 だ―ちゃλ if

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )
□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

⌒

連堅多)監事
rh" :)li 令和4年4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日松葉 百合香
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年
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8 理事・監事
年  月  日
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年 月
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日

日年

9 理事・監事
年  月  日

年  月  日

年  月  日

年  月  日

10 理事・監事
年  月  日
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年
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書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人だ一ちゃらば

氏   名

1
松葉 百合香

2
加納 佳奈

3 桂‖1 泰典

4 吉田 昌弘

5
高橋 鮎美

6 秋葉 杏樹

7 高橋 友梨香

8 廣瀬 史佳

9 池田 寛人

10
佐々木 香

11
立川 菜花

12


